
 

平成２９年度 

 

東員町一般会計補正予算（第２号） 

東員町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

東員町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 

【予算事業概要】 
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

◎経費の内容

東員町ＰＲパンフレット1000部印刷に係る経費の増額補正です。

　支出見込　　　　　　　当初予算
　印刷製本費　　　　　243,000円　　－　　　　　　　0円　　＝　　243,000円

243

特定財源
の内容

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

事業の目的
及び効果

都市部や東員町近郊の住まいを考える方々を対象に、本町の魅力や暮らしの情報を発
信し、東員町への移住、定住を促進する。

補正予算
の内容

東員町ＰＲパンフレット印刷 243

事業名
企画経費

事業費 243千円
(諸用紙印刷代)

補正予算
の概要

町制施行50周年に合わせて2000部作成した東員町ＰＲパンフレット「こんにちは！東員町
です」の在庫が残り少ないため、増刷による補正予算計上です。

予算事業概要書

一般会計 担当 政策課政策係

平成29年度補正予算 予算科目 2総務費 1総務管理費 6企画費
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

◎経費の内容

799 千円

　　位置図

一般財源

799

笹尾西１丁目自治会集会所造成工事測量設計業務委託

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

特定財源
の内容

事業の目的
及び効果

現在の建築物は、昭和５８年度に建築された集会所であり、建築後３５年を経過し、施設
の老朽化も進行しています。今まで以上の地域コミュニティ形成の場として利用していた
だくため、笹尾西１丁目自治会として法人格を取得し、町補助金を活用して新たな集会所
を建築するものです。

補正予算
の内容

測量設計委託料 799

集会所建て替えに伴う、造成工事の測量設計業務委託料を計上するもので
す。

事業名
地域振興事業費

事業費 799千円
(測量設計委託料)

補正予算
の概要

笹尾西１丁目自治会集会所建て替えに伴う、測量設計業務の補正予算計上です。

予算事業概要書

一般会計 担当 町民課町民活動係

平成29年度補正予算 予算科目 2総務費 1総務管理費 6企画費

笹尾西１丁目集会所造成地

笹尾西１丁目資源ごみストックヤード

旧笹尾第一保育園跡地（現在：ハーモニーシーズン東員）
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

千円

◎経費の内容

・総合行政情報システム委託料

・総合行政情報システム使用料

予算事業概要書

一般会計 担当 財政課

平成29年度補正予算 予算科目 2総務費 1総務管理費 7電子計算費

373

事業名
電算経費

事業費 646千円
(総合行政情報システム委託料、総合行政情報システム使用料)

補正予算
の概要

社会保障・税番号制度における官公庁間情報連携の試行運用開始に併せて、子育てワ
ンストップサービスの試行運用が開始され、新たな業務に対応するため必要となるシステ
ム整備に係る経費を計上するものです。

　子育てワンストップサービス導入に係るシステムの使用料。（10月～3月分）

　子育てワンストップサービス導入に係るシステム整備の初期導入業務経費。

事業の目的
及び効果

効率的な行政事務を図るためには、事務の電算化を推進することが必要であり、急速に
進歩する情報技術に対応し、情報の一元管理を進めることにより、運用管理の負担やコ
スト軽減、セキュリティー対策の強化を図ります。なお、社会保障・税番号制度導入に際し
ては、国が示すガイドラインに沿って遅滞なく対応し、円滑なシステム稼働を目指します。

補正予算
の内容

総合行政情報システム委託料 273

総合行政情報システム使用料

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

特定財源
の内容

　子育てワンストップサービスは、子育てに関する行政手続きをインターネット
で行うサービスです。平成２９年７月から試行運用が開始され、児童手当、児
童扶養手当、保育、母子保健の手続きの一部から、サービス提供が進められ
ています。
　国は財政措置として、システム整備経費を特別交付税対象としていますが、
平成２９年度からのサービス開始が条件となっており、全国市町村でのサー
ビス実施が見込まれる中、当町においてもサービス実施に向けたシステム整
備を行うため、補正予算計上するものです。

一般財源

646
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

千円

千円

◎経費の内容

円 － 円 ＝ 円

円 － 円 ＝ 円

円 － 円 ＝ 円

千円

2,325,000 3,125,000 △ 800,000

46,000 0 46,000

地域公共交通会議負担金

支出見込 当初予算 差引

1,642,000 0 1,642,000

バス見える化システム使用料 （３ヶ月分）

支出見込 当初予算 差引

支出見込 当初予算 差引

バス見える化システム構築業務委託料

オレンジバスを見える化するため、次のシステムの構築費用及び同システム使用料

なお、地域公共交通会議負担金の当初予算に計上分の乗降調査・利用者ヒアリン

グ調査に要する費用を減額補正するものです。

を計上するものです。

 ①行先検索システム

 ②バスロケーションシステム

538

特定財源
の内容

交通見える化活用モデル事業負担金 350

バス見える化システム使用料 46

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

350

888 千円

一般財源

事業の目的
及び効果

公共交通利用者の移動手段を確保し、「必需的」だけでなく「余暇的」利用の促進も進め、
生活の質の向上を図るため、より便利で利用しやすいコミュニティバスを運行します。

補正予算
の内容

バス見える化システム構築業務委託料 1,642

1総務管理費 12公共交通対策費

地域公共交通会議負担金 △ 800

事業名
コミュニティバス事業費

事業費
(バス見える化システム構築業務委託料等)

補正予算
の概要

オレンジバスの利便性向上を図るため、三重県の交通見える化活用モデル事業を活用
し、オレンジバスを「見える化」するためのシステム構築費用及び同システムの使用料等
を補正予算計上するものです。

（オレンジバス3台＋代車3台）

 ③乗降センサーシステム （オレンジバス3台）

予算事業概要書

一般会計 担当 政策課政策係

平成29年度補正予算 予算科目 2総務費
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

◎経費の内容

2,153

1,763千円
特定財源
の内容

子どものための教育・保育給付費負担金

　　　　　 差引

施設型給付費・地域型保育給付費負担金 881千円

一般財源

1,763 881

広域入所の利用者増に伴う委託料の増額補正です。

 　9,428,330円　　　　－　　　4,632,000円　　　＝　　　　　4,796,330円

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

補正予算
の概要

広域入所の利用者が見込みより増加したことによる委託料の増額補正です。

事業の目的
及び効果

町内保育園の保育時間では保護者の勤務状況により送迎に無理が生ずる場合や、里帰
り出産を希望される方のために、広域保育を実施している他市町と協議し、町外の保育所
へ入所していただくことで、保護者も安心して勤務することができ、園児も保育園に入所す
ることができます。

補正予算
の内容

保育園広域入所委託料 4,797千円

〔利用者実績見込み〕

桑名市（4名）
 私立 多度保育園（3歳児・標準）　　　　　　　46,030円/月×12月＝   552,360円
 私立 多度保育園（1歳児・標準）　　　　　　102,540円/月×12月＝ 1,230,480円
 私立 多度保育園（0歳児・標準）             178,520円/月×  6月＝ 1,071,120円
 私立 七和保育園（5歳児・標準）               43,190円/月×12月＝ 　518,280円

いなべ市（3名）
 私立 いなべひまわり保育園（0歳児・標準） 178,070円/月×11月＝ 1,958,770円
 私立 いなべひまわり保育園（0歳児・標準） 178,070円/月×11月＝ 1,958,770円
 公立 治田保育園（2歳児・標準）　　　　　　　100,250円/月×　3月＝ 　300,750円

四日市市（1名）
 私立 よっかいちひばり保育園（1歳児・標準）153,150円/月×12月＝1,837,800円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　9,428,330円

2児童福祉費

事業名
保育園運営費

事業費 4,797千円
(保育園広域入所委託料)

3保育園費

　　支出見込  　　当初予算

予算事業概要書

一般会計 担当 学校教育課

平成29年度補正予算 予算科目 3民生費
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

◎経費の内容

・墓地返還申請

当初予算額 × × 1/2 ＝

× × 1/2 ＝

計

返還申請実績数（H29.5月末申請分） ※返還額は、使用許可当時の使用料による。

支出済額

計

年度末までに返還される想定の区画数

今後見込額 × × 1/2 ＝

× × 1/2 ＝

計

補正予算要求額

支出済額 ＋ 今後見込額 － 当初予算額 ＝ 要求額

＋ － ＝

Ａ区画

Ｂ区画

Ａ区画

Ｂ区画

1,164,000円

1,090,000円

1,377,000円

1,303,000円

Ａ区画

一般財源

1,164財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

特定財源
の内容

451,000円 2区画 451,000円

213,000円 6区画 639,000円

6区画 1,034,000円

4区画 343,000円

451,000円 2区画 451,000円

213,000円

墓地区画返還者が想定より多く、永代使用料還付金が不足したため、
年度末までの返還申請も見込み、増額補正するものです。

8区画 852,000円

補正予算
の概要

墓地公園区画使用者が転出等の事情により区画返還する使用者に対し、納付済み永代
使用料の1/2を還付しますが、想定以上の返還希望者があったため補正対応するもので
す。

事業の目的
及び効果

墓地返還者への還付金が必要であるが、想定以上の返還者が増加した事による補正対
応です。

補正予算
の内容

墓地公園永代使用料還付金 1,164

4衛生費 1保健衛生費 6墓地公園管理費

事業名
墓地公園管理運営経費

事業費 1,164千円
(墓地公園永代使用料還付金)

Ｂ区画

1,377,000円 1,090,000円 1,303,000円

予算事業概要書

一般会計 担当 町民課戸籍住基係

平成29年度補正予算 予算科目
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

◎経費の内容

　・墓地区画管理分（H29）

当 初 分 Ａ区画 × × 5年 ＝

Ｂ区画 × × 5年 ＝

計

再貸付分 ※公募による空き区画再貸付分（H29．9月公募予定数）

Ａ区画 × × 5年 ＝

Ｂ区画 × × 5年 ＝

計

再貸付分 当初分 再貸付補正額

- ＝

　・H28年度決算額確定に基づく精算額積立て金

H28当初予算繰入額 H28管理経費 H28年度精算額

- ＝

再貸付補正額 H28年度精算額 補正要求額

+ ＝

千円

4,000円 7区画

310,000円

360,002円

2,000円 170,000円17区画

190,000円 170,002円

310,000円 120,000円 190,000円

170,002円1,790,000円 1,619,998円

8区画 80,000円

4,000円 2区画

140,000円

墓地区画の再公募を行い新規使用者より納付いただいた管理料の積
立てと、H28年度決算額が確定した事により、実績額を精算し基金に積
立てるため増額補正するものです。

40,000円

一般財源

190 171財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

特定財源
の内容

墓地公園管理負担金 190

事業の目的
及び効果

墓地公園の適正な管理に必要な財源を確保するためです。

墓地公園管理基金元金積立金 361

補正予算
の内容

120,000円

2,000円

事業名
基金積立金

事業費 361千円
(墓地公園管理基金元金積立金)

補正予算
の概要

墓地区画の再公募を行い新規使用者より納付いただいた管理料を基金へ積立てると共
に、H28年度の決算額が確定した事により、精算額を算出し墓地管理基金へ積立てます。

予算事業概要書

一般会計 担当 町民課戸籍住基係

平成29年度補正予算 予算科目 4衛生費 1保健衛生費 6墓地公園管理費

7



款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

◎経費の内容

千円

一般財源

8,630

特定財源
の内容

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

　東員駅を中心としたまちづくりを展開するためには、当該駅周辺の市街化編入が条件と
なる事から、市街化編入に向けた計画策定を行うことを目的とします。
　東員駅を中心とした拠点を整備することで、三岐鉄道北勢線の利用促進や公共交通網
の利便性の向上に加え駅の拠点性向上により、居住人口・交流人口の増加が図られま
す。

補正予算
の内容

東員駅周辺市街化編入計画策定業務委託料 8,630

東員駅周辺市街化編入計画策定業務委託料 8,630

　当該地域の区域区分の見直しや、国、県等の関係機関との協議資料作成
及び土地利用や人口フレームの検討等を行う。

事業名
都市計画経費

事業費 8,630千円
(東員駅周辺市街化編入計画策定業務委託料)

補正予算
の概要

　「東員町都市計画マスタープラン」で記載されている東員駅周辺の発展を図るために、
当該地域を町の「中心となるべき拠点（町の顔）」にふさわしい、住居系を中心とする市街
地形成に向けた計画策定業務です。

事業の目的
及び効果

予算事業概要書

一般会計 担当 建設課都市計画係

平成29年度補正予算 予算科目 8土木費 4都市計画費 1都市計画総務費
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

◎経費の内容

　東員町学校施設整備計画検討委員会（仮称）の会議に委員として出席いただく

学識経験者（大学教授）への謝礼として、本年度中に開催予定の５回分の経費を

計上するものです。

【学識経験者】

円 × 1 名 × 5 回 ＝ 円20,000 100,000

一般財源

100財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

特定財源
の内容

事業の目的
及び効果

東員第一中学校の老朽化に伴う移転・整備計画等の検討にあたり、東員町学校施設整
備計画検討委員会（仮称）を設置するとともに、東員第一中学校個別施設計画を策定し、
事業の推進を図ります。

補正予算
の内容

学校施設整備計画検討委員謝礼 100

事業名
教育総務事務局経費

事業費 100 千円
(学校施設整備計画検討委員謝礼)

補正予算
の概要

東員町学校施設整備計画検討委員会（仮称）の設置に伴い、本会議の委員として出席い
ただく学識経験者（大学教授）への謝礼を、補正予算に計上するものです。

予算事業概要書

一般会計 担当 教育総務課教育総務係

平成29年度補正予算 予算科目 10 教育費 1 教育総務費 2 事務局費
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

◎経費の内容

・執行済額 千円

主な修繕内容

・支出見込 千円

城山テニスコート人工芝修繕

町民プール流水ポンプ修繕

城山多目的グラウンド側溝修繕

各体育施設維持管理修繕

計

+ - ＝ 千円

1,439

特定財源
の内容

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

執行済額 支出見込 当初予算額 差引

2,130千円 1,439千円 2,130千円 1,439

400千円

200千円

300千円

1,439千円

事業の目的
及び効果

体育施設については、利用の特性からも特に安全に利用いただくための環境整備が重要
です。体育施設の安全を確保し適切な管理運営を図ります。

補正予算
の内容

施設等修繕料 1,439千円

2,130

城山テニスコート人工芝修繕、町民プール更衣室床修繕、総合体育館
障害者用トイレ修繕、総合体育館客席修繕

1,439

539千円

事業名
体育振興経費

事業費 1,439千円
(施設等修繕料)

補正予算
の概要

年度当初より突発的な修繕が多く重なり、また今後も対応を要する修繕が見込まれるた
め、安全に体育施設を供用するための費用について計上するものです。

予算事業概要書

一般会計 担当 社会教育課スポーツ振興係

平成29年度補正予算 予算科目 10教育費 6保健体育費 2保健体育振興費
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

◎経費の内容

－ ＝

－ ＝

（交付金超過額） （当初予算額） 　（今回補正額）

4,816,759円 10,000円 4,806,759円

平成２８年度国民健康保険療養給付費交付金の確定に伴う還付金です。

（交付金受入額） （確定額） （交付金超過額）

91,064,000円 86,247,241円 4,816,759円

予算事業概要書

国民健康保険特別会計 担当 保険年金課

平成29年度補正予算 予算科目 11諸支出金 1償還金及び還付加算金 4償還金

事業名
償還金

事業費 4,807千円
(療養給付費交付金還付金)

補正予算
の概要

平成２８年度国民健康保険療養給付費交付金の確定に伴う還付金の増額補正です。

一般財源

事業の目的
及び効果

精算により発生した交付金超過額を社会保険診療報酬支払基金へ還付します。

補正予算
の内容

療養給付費交付金還付金 4,807

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

4,807

特定財源
の内容
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款 項 目

◎当該事業費のうち主な経費

千円

◎経費の内容

支払基金交付金（介護給付費交付金）返還金

（Ｈ28受入額） （Ｈ28実績額） （受入超過額）

－ ＝

（受入超過額合計) （Ｈ29当初予算額） （今回補正額）

－ ＝188,064円 10,000円 178,064円

平成２８年度に概算受入した支払基金交付金（介護給付費交付金）につい
て、介護保険特別会計の決算により交付金が確定したことに伴い、平成２９
年度において受入超過額を返還するために増額するものです。

367,636,000円 367,447,936円 188,064円

予算事業概要書

介護保険特別会計 担当 長寿福祉課高齢福祉係

予算科目 6諸支出金 1償還金及び加算金 2償還金平成29年度補正予算

事業名
国庫負担金等返還金

事業費 179千円
(支払基金交付金返還金)

補正予算
の概要

平成２８年度介護保険特別会計の支払基金交付金の精算により、交付金を返還するもの
です。

一般財源

事業の目的
及び効果

支払基金交付金（介護給付費交付金）の受入超過額を返還するものです。（翌年度精算）

補正予算
の内容

支払基金交付金返還金（介護給付費交付金） 179

財
　
源

内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

179

特定財源
の内容
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